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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

女性グラウンド・ゴルフ大会
上位３チームの皆さん上位３チームの皆さん

仲間仲間とと交流交流、、笑顔笑顔のの花咲く花咲く
待ちに待った大会開催待ちに待った大会開催

注目の第一打！ 【大会結果は 8 ページ】

　7月16日 (金 )、佐賀市民運動広場にて、市老連女性部グ
ラウンド・ゴルフ大会を開催しました。
　コロナ禍で延期するなか、市老連理事や校区体育部長等の
支援を受け、今年度も無事に実施でき、25 校区老連とメモ
リード社チーム、市老連女性理事チームの計 27 チーム
250 名が参加。仲間との交流を楽しみつつ、ホールインワ
ンを目指して、明るく、楽しく、元気よくプレーしました。



佐 賀 市 老 連 第101号（2）令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

５
月
13
日（
木
）、

令
和
3
年
度
佐
賀

市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
総
会
を
佐
賀

市
文
化
会
館
中

ホ
ー
ル
に
て
開
催

す
る
予
定
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
第

４
波
の
発
生
と
、

変
異
ウ
イ
ル
ス
の

拡
大
に
よ
り
、
感

染
確
率
が
高
く
な

る
可
能
性
が
あ
る

と
判
断
し
て
４
月

22
日
（
木
）
の
理

事
会
で
佐
賀
市
文

化
会
館
で
の
開
催
を
急
遽
中
止

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
初
の
書
面
議
決

で
と
な
り
、
今
年
度
は
対
面
式

で
の
開
催
実
現
の
た
め
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
、

昨
年
度
と
同
様
、
書
面
議
決
に

よ
る
方
法
に
て
総
会
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の
通
り

で
す
。

【
代
議
員
数
】

２
７
０
ク
ラ
ブ
×
2
名
＋
理
事

34
名
の
計
５
７
４
名

※
2
分
1
以
上
の
数
：
２
８
８
名

【
第
１
号
議
案
】

令
和
2
年
度
の
行
事
報
告
及
び

会
計
報
告
、
並
び
に
監
査
報
告

賛
成
５
０
１
・
反
対
0
・
無
効
73

【
第
２
号
議
案
】

令
和
3
年
度
の
行
事
計
画
案
並

び
に
令
和
３
年
度
の
予
算
案

賛
成
５
０
０
・
反
対
０
・
無
効
74

　

な
お
、
書
面
議
決
の
結
果
、
両

議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
承
認
を
得
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

依
然
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
十
分

な
事
業
が
実
施
で
き
て
い
な
い
状

況
で
す
が
、
全
会
員
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ

ず
つ
粛
々
と
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

令和 3 年度佐賀市老連 役員・理事名簿
役　職 氏　名 校　区
会　長 木下 　治紀 高木瀬

副会長
古賀 　一彦 西川副
山田 　　明 金　立
高津 万亀代 西与賀

常務理事 中野 　公利 北川副

理　事

徳久 　定雄 勧　興
枝永 　一馬 循　誘
内田 　健一 神　野
福井 　章司 赤　松
山田 　秀雄 西与賀
塚本 　三男 本　庄
秀島　慶治 北川副
野口　正凱 巨　勢
今泉 多美子 蓮　池
御厨 　康司 兵　庫
井上 　辰男 久保泉
山田　　明 金　立
木下　治紀 高木瀬
吉田 功太郎 鍋　島
北川 　英俊 嘉　瀬
青木 　昭生 新　栄

役　職 氏　名 校　区

理　事

井上　福雄 若　楠
柿内　紀大 諸　富
松崎　逸夫 大　和
古川　一男 富　士
田中　欽二 三　瀬
山下　英憲 南川副
古賀　一彦 西川副
江口　善己 中川副
碇　　和也 東与賀
弥永　峯雄 久保田

女性理事

高津 万亀代 西与賀
田中 　富枝 兵　庫
時尾 久美子 嘉　瀬
酒井 トシ子 西川副
枝吉 千年世 高木瀬
村山 栄美子 東与賀
川副 　明子 新　栄

監　事 寺町 　正之 勧　興
谷口 　一男 金　立

事務局長 中野 　公利 北川副
事務局 長尾 由紀子 兵　庫

令和 3 年度 佐賀市老人クラブ連合会総会

コロナ禍のため総会中止コロナ禍のため総会中止
書面議決にて議案決定書面議決にて議案決定

収入額 32,017,057 円
支出額 28,617,720 円
次年度への繰越金額
3,399,337 円

令和 2 年度 佐賀市老連会計報告

【令和 3 年度 佐賀市老連予算】
歳入・歳出額 31,875,777 円



佐 賀 市 老 連（3）第101号 令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

木
下
　
治
紀

ク
ラ
ブ
同
士
で
支
え
合
い

�

工
夫
で
活
動
継
続
を

　

会
員
の
皆
様
、
佐
賀
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
木
下
治

紀
で
す
。

　

私
が
佐
賀
市
老
連
の
理
事
に

な
っ
た
の
は
、
平
成
22
年
４
月

か
ら
で
今
年
で
11
年
が
経
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
佐
賀
市
老
連
の
会
長
職
を

９
年
間
、
担
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
３
年
度
に
な
り

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収

束
す
る
気
配
は
見
え
ま
せ
ん

が
、
順
次
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

よ
り
感
染
の
確
率
は
減
少
し
て

く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
三
密
を
排
除

し
て
、
手
指
の
消
毒
や
マ
ス
ク

の
着
用
等
、
感
染
症
予
防
対
策

を
行
い
な
が
ら
粛
々
と
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
５
月
13
日
に
は
、

佐
賀
市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
に

お
い
て
定
期
総
会
を
開
催
す
る

予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
第

４
波
に
よ
り
急
遽
中
止
と
し
、

書
面
議
決
に
て
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
・
会

計
報
告
が
承
認
さ
れ
、
令
和
３

年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

計
画
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
計

画
通
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
基

本
で
す
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
同
士

の
交
流
や
、
校
区
老
連
内
の
ク

ラ
ブ
の
交
流
、
校
区
老
連
と
の

交
流
、
佐
賀
市
老
連
全
体
と
し

て
の
交
流
を
活
発
に
行
い
、
他

ク
ラ
ブ
が
ど
の
よ
う
に
工
夫
し

活
動
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
毎
月
の
定
例
会
議
に

お
い
て
会
員
同
士
の
状
況
報
告

を
は
じ
め
、
安
否
確
認
等
の
友

愛
活
動
の
充
実
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
に
よ
る
健
康
増
進

活
動
、
出
前
講
座
を
活
用
し
た

教
養
講
座
の
実
施
な
ど
、
今
後

も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

・佐賀市老連総会：5月 13日（木）
　※�コロナ禍により中止し、文書議決にて実施
・女性グラウンド・ゴルフ大会：7月 16日（金）
・�友愛活動ボランティアヘルパー研修会…コロナ禍により中止
・佐賀市老連囲碁・将棋大会：7月 1日（木）
・九州ブロック老人クラブリーダー研修会（熊本市）
　7月 8日（木）、9日（金）…コロナ禍により中止
・佐賀県老連リーダー研修会：７月16日（金）
　…コロナ禍により中止
・新任会長研修会：７月29日（木）
・佐賀市老連ゲートボール大会：8月 4日（水）
・佐賀市老連グラウンド・ゴルフ大会：9月 7日（火）

・佐賀市老人クラブ大会：10月 14日（木）
・佐賀市老連ペタンク大会：10月 15日（金）
・�佐賀市老連女性リーダー研修会：10月 25日（月）
・佐賀県老連グラウンド・ゴルフ大会：10月 26日（火）
・佐賀市老連交通安全教育ＧＧ大会：10月 26日（金）
・全国老人クラブ大会：11月 16日（火）・17日（水）
・佐賀県老連女性リーダー研修会：1月 7日（金）
・高齢者パソコン教室
　4月～ 6月・7月～ 9月・10月～ 12月・1月～ 3月
・ニュースポーツ体験講習会：年2回
・�高齢者スポーツ大会：各校区老連による分散開催
・�佐賀市老連理事会：毎月22日を基本として開催
・�佐賀市老連正副会長会議：毎月理事会の前に開催
・�佐賀市老連合同会議：3カ月ごとに正副会長、各部の部
長、総務部理事により4月・7月・10月・1月に開催

佐賀市老連の主な事業



佐 賀 市 老 連 第101号（4）令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

高
齢
者
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン

が
７
月
末
に
は

接
種
完
了
と
な

り
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
行

事
が
実
施
で
き

な
い
状
況
で
し

た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
三
大
運
動
で
あ

る
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を

柱
に
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的

に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
高

齢
者
の
増
加
と
と
も
に
社
会
保

障
費
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
見
込

み
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
必
要
性
も
叫
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
が
お
互
い
に

助
け
合
い
、
寄
り
添
い
合
い
、

地
域
の
皆
様
と
仲
良
く
元
気
に

生
活
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で

い
る
友
愛
活
動
が
今
後
の
ヒ
ン

ト
と
な
り
、
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
し
て

『
み
ん
な
で
と
も
に
、
楽
し
い
老

後
を
一
緒
に
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

共助、互助の精神で
楽しい老後を

〜ワクチン接種後の活動〜

　

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
令
和
２
年
度
に
２
６
９
ク

ラ
ブ
、
会
員
数
１
万
５
９
４
名

で
し
た
が
、
令
和
３
年
度
は

２
５
６
ク
ラ
ブ
・
９
７
２
９
名

と
13
ク
ラ
ブ
・
８
６
５
名
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
少
と
な
っ
た
一
番
の
原
因

は「
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
消
滅
」

で
す
。

・
西
与
賀
１
ク
ラ
ブ
44
名

・
北
川
副
２
ク
ラ
ブ
69
名

・
金
立
１
ク
ラ
ブ
25
名

・
諸
富
２
ク
ラ
ブ
99
名

・
大
和
４
ク
ラ
ブ
１
３
０
名

・
富
士
３
ク
ラ
ブ
１
５
８
名

・
東
与
賀
２
ク
ラ
ブ
46
名

・
久
保
田
１
ク
ラ
ブ
16
名

（
合
計
16
ク
ラ
ブ
・
５
８
７
名
）

　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
消
滅
に

よ
り
、
多
く
の
仲
間
が
去
る
こ

と
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
ブ
が
役
員
の

な
り
手
が
い
な
い
こ
と
が
原
因

で
消
滅
し
て
い
る
た
め
、
常
に

後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
今

後
の
ク
ラ
ブ
存
続
の
鍵
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、老
人
ク
ラ
ブ
の
維
持
、

存
続
に
は
、
若
手
高
齢
者
の
加

入
が
必
須
で
す
。
現
在
、
65
歳

で
も
働
く
人
が
増
え
、
ま
す
ま

す
若
手
会
員
を
加
入
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
の
た
め
に
も
、
魅
力
的
な
活

動
を
展
開
す
る
な
ど
工
夫
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
女
性
の
活
躍
に
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
の
6
割
を
占
め
る
女

性
を
役
員
へ
登
用
し
、
活
躍
の

場
を
広
げ
る
こ
と
に
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

令和 3 年度佐賀市老人クラブ連合会 クラブ数・会員数
若
手
と
女
性
の
活
躍
が

�

ク
ラ
ブ
存
続
の
鍵

令和3年度佐賀市老人クラブ連合会会員数

【旧佐賀市 クラブ数・会員数】
校　区 クラブ数 会員数

勧　興 15 422 
循　誘 5 193 
神　野 5 297 
赤　松 3 76 
日　新 0 0 
西与賀 7 320 
本　庄 9 311
北川副 5 65
巨　勢 7 285 
蓮　池 4 158 

校　区 クラブ数 会員数
兵　庫 12 408 
久保泉 10 266 
金　立 7 301
高木瀬 8 380
鍋　島 14 430
嘉　瀬 17 589
新　栄 7 259
若　楠 5 292
開　成 0 0
旧佐賀市

計 141 5,052

【旧郡部 クラブ数・会員数】
校　区 クラブ数 会員数

諸　富 22 1,169
大　和 12 521
富　士 10 470
三　瀬 8 377
南川副 10 330
西川副 9 361
中川副 13 437
大詫間 0 0
東与賀 14 499
久保田 17 513
旧郡部

計 115 4,677

総合計 クラブ数 256／会員数9,729名



佐 賀 市 老 連（5）第101号 令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
令
和
22
年
度
年
度

活

動

紹

介

正しく使いクラブ活性化

会計担当者説明会

佐賀市社会福祉大会

佐賀市老連より 2 名
福祉功労者表彰を受賞

色
鮮
や
か
な
マ
ス
ク
入
れ

小
物
作
り
講
習
会

　

１
月
14
日
（
木
）、
ほ
ほ
え
み
館

に
て
女
性
部
長
会
議
を
行
い
、
校

区
女
性
部
長
26
名
中
、
23
名
が
小

物
作
り
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
必
須
な

マ
ス
ク
を
収
納
す
る
入
れ
物
と
し

て
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
て

作
り
ま
し
た
。

　

色
鮮
や
か
な
花
が
心
を
癒
や
す

可
愛
い
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
作
り
を
、

女
性
部
長
を
中
心
に
、
ぜ
ひ
各
校

区
老
連
で
も
普
及
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
22
日
（
金
）、
ほ
ほ
え
み

館
4
階
の
視
聴
覚
室
に
て
、
会
計

担
当
者
へ
の
説
明
会
が
あ
り
、
昨

年
度
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
へ
支
払

わ
れ
た
補
助
金
の
精
算
と
、
令
和

　２月16日（火）、佐賀市文化会館に
て、令和２年度佐賀市社会福祉大会が
開催され、市社会福祉協議会福祉功労
者表彰の贈呈式が行われました。
　今年度は、新型コロナウイルス感
染症防止策として参加者を 100 名に
限定し、佐賀市老連から木下治紀氏
（佐賀市老連会長）や、山下英憲理事
の２名が表彰されました。

３
年
度
の
請
求
に
つ
い
て
ご
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
賀
市
の
担
当
者
か

ら
、
国
や
県
、
市
の
補
助
金
の

重
要
性
と
、
使
途
に
制
限
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
注
意
が
あ
り
、

適
正
な
報
告
の
仕
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
佐
賀
市
の
生
活
安

全
課
よ
り
「
交
通
安
全
・
防
犯
・

消
費
者
被
害
防
止
」
を
テ
ー
マ

に
、
被
害
が
増
え
て
い
る
新
た

な
手
口
を
例
に
あ
げ
、
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
得
た
知
識
を
生
か

し
て
、
皆
さ
ん
も
補
助
金
を
正

し
く
、
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

ピンセットで丁寧にピンセットで丁寧に
花の位置を調整花の位置を調整



佐 賀 市 老 連 第101号（6）令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
令
和
33
年
度
年
度

活

動

紹

介

　

5
月
23
日
（
日
）、
佐
賀
市
の

高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区

の
指
定
書
交
付
式
と
、
同
地
区

交
通
安
全
指
導
員
の
委
嘱
式
が

佐
賀
北
警
察
署
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

６
月
９
日
（
水
）、
ほ
ほ
え
み

館
３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
て
、

今
年
度
第
１
回
目
の
女
性
部
長
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

26
校
区
老
連
の
女
性
部
長
が
集

ま
り
、
今
年

度
の
女
性
部

の
事
業
計
画

に
つ
い
て
熱

心
に
協
議
。

　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
ま

ん
延
す
る
中

で
も
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動

は
継
続
し
て

巨
勢
、若
楠
校
区
指
定

�

マ
ナ
ー
向
上
し
事
故
減
へ

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区

 

指
定
書
交
付
式

　

委
嘱
さ
れ

た
巨
勢
と
若

楠
校
区
の
２

地
区
計
19
名

は
、
毎
月
１

回
の
早
朝
立

番
や
佐
賀
市

や
佐
賀
北
・

南
警
察
署
が

実
施
す
る
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
く
べ
き
だ
と

い
う
意
見
が

多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接

種
を
し
た
上

で
、
マ
ス
ク
着

用
、
手
指
の
消

毒
、
３
密
の
排

除
な
ど
、
感
染

防
止
策
を
徹
底
し
、
で
き
る
範
囲

で
楽
し
く
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
行

い
、
仲
間
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
は
大
切
で
す
。
市
老
連
と

し
て
も
、
女
性
部
を
中
心
と
し
た

会
や
、
事
業
を
増
や
し
、
ク
ラ
ブ

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
佐
賀
県
長

寿
社
会
課
を
通
じ
て
、
フ

マ
キ
ラ
ー
株
式
会
社
よ
り

「
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
プ
レ

ミ
ア
ム�

ウ
イ
ル
シ
ャ
ッ
ト

手
指
用
」
を
県
老
連
を
経

由
し
て
県
内
各
市
町
老
連

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
に
も
消
毒

液
が
10
個
届
い
た
た
め
、

今
後
の
市
老
連
の
事
業
の

際
に
は
活
用
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

早
速
、
７
月
16

日
に
実
施
し
た
女

性
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
と
、

８
月
３
日
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

で
も
使
用
し
ま
し

た
。

で
き
る
範
囲
で
楽
し
も
う

第
１
回
女
性
部
長
会
議

消毒液10個が寄贈
� コロナ防止に活用

◆グラウンド・ゴルフ大会� …7月 16日
◆パークゴルフ大会� …9月 14日
◆女性リーダー研修会� …10月 25日
◆交通安全街頭キャンペーン　�…11月頃予定
◆施設訪問� …11月頃予定
◆料理講習会� …12月頃予定
◆佐賀県老連女性リーダー研修会� …1月 7日　

令和 3 年度 女性部行事



佐 賀 市 老 連（7）第101号 令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

７
月
12
日
（
月
）、
佐
賀
南
警

察
署
に
て
、
佐
賀
地
区
交
通
安
全

協
会
よ
り
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
携
帯
横
断
旗
４
０
０

枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
は
、
夏
の
交
通
安
全

週
間
の
開
始
に
併
せ
て
行
わ

れ
、
佐
賀
市
老
連
木
下
会
長

他
、
古
賀
、
山
田
、
高
津
副
会

長
、
巨
瀬
校
区
老
連
や
若
楠
校

区
老
連
の
交
通
安
全
指
導
員
の

皆
様
が
参
加
し
贈
呈
。
南
警
察

署
前
の
横
断
歩
道
で
は
デ
モ
ン

佐賀市老連へ
携帯横断旗400枚が寄贈

手を上げて
横断歩道を渡ろう‼
新栄校区老連
 会長　青木　昭生

　
「
お
は
よ
う
！
は
い
手
を
上

げ
て
渡
ら
ん
ね
」。

　

横
断
歩
道
に
立
ち
、
登
校
す

る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見

守
る
運
動
を
仲
間
と
続
け
て
い

る
。
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
一
年
生
が
、
手
を
上
げ

て
渡
る
後
ろ
姿
は
、
ほ
ほ
笑
ま

し
い
限
り
だ
。

　

道
路
を
横
断
す
る
時
、
手
を

上
げ
る
習
慣
は
、
多
く
の
人

が
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
６
月

12
日
付
の
佐
賀
新
聞
を
読
ん
で

「
エ
ッ
！
」
と
目
を
見
開
い
て

し
ま
っ
た
。

　
「『
手
上
げ
横
断
』
教
則
に
復

活
」
の
見
出
し
。
警
察
庁
が

１
９
７
２
年
に
ま
と
め
た
教

則
は
「
手
を
上
げ
て
合
図
を

し
、
車
が
止
ま
っ
て
か
ら
渡
る
」

だ
っ
た
が
、
78
年
の
全
面
改
正

で
「
車
が
近
づ
い
て
い
る
と
き

は
、
通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
つ
」

に
変
更
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
43
年
た
ち
、
再
び

信
号
機
が
な
い
場
所
で
の
横
断

に
つ
い
て
「
手
を
上
げ
る
な
ど

し
て
運
転
者
に
横
断
の
意
思
を

明
確
に
伝
え
る
」
こ
と
を
盛
り

込
ん
だ
そ
う
。
そ
ん
な
経
緯
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
知
ら
な
い
ま

ま
、
手
上
げ
横
断
を�

し
て
い
た

わ
け
か
。

　

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
今
回

の
改
正
を
機
に
「
歩
行
者
は

手
を
上
げ
て
、
車
が
停
止
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
横
断
」

「
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
手
を
上
げ

て
立
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
、
必
ず
停
車
」。

　

こ
れ
を
肝
に
銘
じ
、
目
を
覆

い
た
く
な
る
よ
う
な
事
故
を
防

ご
う
。
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、

手
上
げ
横
断
を
習
慣
に
し
な
け

れ
ば
。
そ
ん
な
こ
と
を
新
聞
で

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

令
和
３
年
７
月
28
日

佐
賀
新
聞
「
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
」

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
実
際

に
腕
に
横
断
旗
を
着
け
て
歩
い

て
み
ま
し
た
。
贈
呈
い
た
だ
い

た
４
０
０
枚
の
横
断
旗
は
、
26

校
区
老
連
の
会
員
数
に
応
じ
て

配
布
し
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

横断旗は腕に通す
だけで使え、携帯
にも便利！

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で

 
活
用
し
ま
し
ょ
う
!!



佐 賀 市 老 連 第101号（8）令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

７
月
16
日
（
金
）、
佐
賀
市
民
運

動
広
場
で
市
老
連
女
性
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
各
校
区
老
連
と
、
メ

モ
リ
ー
ド
社
チ
ー
ム
、
佐
賀
市
老

連
女
性
理
事
チ
ー
ム
の
計
27
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
練
習
の
成
果
を
発

揮
。
メ
モ
リ
ー
ド
社
の
協
賛
も
あ

り
、
出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん

は
、
一
段
と
気
合
い
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
各
校

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
令
和
33
年
度
年
度

活

動

紹

介

　

令
和
３
年
度
の
新
任
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
研
修
会
が
７
月
29
日

（
木
）、
ほ
ほ
え
み
館
４
階
の
視

聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
新
た
に
単
位
ク
ラ
ブ

【
大
会
結
果
】

優　

勝　

巨
勢
校
区
老
連　

1
9
1
打

準
優
勝　

諸
富
町
老
連　
　

2
0
3
打

第
3
位　

新
栄
校
区
老
連　

2
0
5
打

第
4
位　

循
誘
校
区
老
連　

2
0
6
打

第
5
位　

西
与
賀
校
区
老
連　

2
0
6
打

第
6
位　

兵
庫
校
区
老
連　

2
0
8
打

第
7
位　

西
川
副
校
区
老
連　

2
0
9
打�

第
8
位　

高
木
瀬
校
区
老
連　

2
1
2
打

第
9
位　

勧
興
校
区
老
連　

2
1
5
打

第
9
位　

鍋
島
校
区
老
連　

2
1
5
打

1
打
に
集
中
め
ざ
せ
優
勝

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

区
老
連
で
予
選
会
を
行
い
、
勝
ち

上
が
っ
た
選
手
が
大
会
に
出
場
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、
年
々
レ

ベ
ル
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

73 名が円滑な運営を学ぶ

新任単位クラブ会長研修会

会
長
と
な
ら
れ
た
方
は
73
名
。
研

修
会
を
通
し
て
、
単
位
ク
ラ
ブ
の

会
長
と
し
て
の
役
割
や
心
構
え
を

学
び
、
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勧
興
校
区
老
連
の
徳
久

会
長
よ
り
実
体
験
を
も
と
に
事
例

発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
任
会
長
の
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら

他
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
を
参
考

に
、
積
極
的
に
活
動
を
進
め
、
新

し
い
風
を
吹

か
せ
、
佐
賀

市
老
連
を
盛

り
上
げ
て
い

く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま

す
。

全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会「
シ
ル
バ
ー
川
柳
」よ
り

シ
ル
バ
ー
川
柳

シ
ル
バ
ー
川
柳

失
言
は
家
庭
内
で
も
命
取
り 

オ
レ
オ
レ
の
相
手
を
し
た
い
ほ
ど
の
暇  

婚
活
の
殺
し
文
句
は「
看
取
り
ま
す
」

居
な
い
と
き
妻
の
枕
を
尻
に
敷
く

挑
ん
で
も
店
員
を
呼
ぶ
セ
ル
フ
レ
ジ

問
診
に
オ
レ
よ
り
妻
が
答
え
て
る

じ
い
ち
ゃ
ん
に
ス
マ
ホ
教
え
る
孫
5
才

自
分
で
も
事
実
か
分
か
ら
ぬ
武
勇
伝

若
作
り
し
て
も
話
題
は
み
な
昭
和

ち
ょ
っ
と
一
息

古賀一彦副会長古賀一彦副会長



佐 賀 市 老 連（9）第101号 令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

８
月
４
日
（
水
）、
佐
賀
市
民

運
動
広
場
で
18
チ
ー
ム
が
出
場
し

市
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
６
月
８
日
（
火
）
に
開

催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
４
波
に

よ
り
延
期
し
て
の
開
催
。
ど
の

チ
ー
ム
も
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
レ
ベ
ル
が
高
い
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
諸
富
町
老
連

Ｂ
が
見
事
、優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
人
ロ
は

減
少
し
て
お
り
、
大
会
を
運
営
す

る
の
も
大
変
で
し
た
が
、
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
実
施
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

【大会結果】

諸富町老連 B が優勝

ゲートボール大会優　

勝　

諸
富
町
老
連
B
チ
ー
ム

準
優
勝　

西
川
副
校
区
老
連
B
チ
ー
ム

第
3
位　

久
保
田
町
老
連
チ
ー
ム

第
3
位　

巨
勢
校
区
老
連
チ
ー
ム

第
4
位　

金
立
校
区
老
連
チ
ー
ム

第
4
位　

諸
富
町
老
連
A
チ
ー
ム�

　佐賀市老連では、市の補助を受けて60歳以上の高齢者を
対象に「高齢者パソコン教室」を開催しています。以下の内
容を3カ月間23回、年4回に分け実施します。ただいま午
前・午後の部で各10名生徒を募集中です。

お問合せ先 佐賀市老人クラブ連合会 TEL 0952-32-2561

高齢者パソコン教室生徒募集中！ パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で

世
界
を
広
げ
、人
生
豊
か
に

授業内容 文書作成、表計算、インターネット

受講料は 3 カ月分で 10,000 円と、
資料代の 3,000 円（税別）が必要です。受講料

募集時期
・  3 月 初旬 （ 4 月〜 6 月期教室）
・  6 月 初旬 （ 7 月〜 9 月期教室）

・  9 月 初旬 （10 月〜12 月期教室）
・12月 初旬 （ 1 月〜 3 月期教室）

《パソコン教室でスマホ講習開始》
　高齢者パソコン教室にて、新たにスマホの講習会を取り入れる
ことになり、第67期 (令和3年1月～3月 )より実施しました。
　3カ月間23回のパソコン教室のプログラムのうち、
１回をスマホ講習会として実施。スマホの特性や機能、
基本的操作方法や写真撮影 (静止画・動画 )、地図や
ラインの機能について学習し、好評でした。

お気軽に
ご応募ください



佐 賀 市 老 連 第101号（10）令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　２月 26 日（金）、に開催
された佐賀県内市町老連会
長・事務局長会議にて、県
老連が新たに作成したオリ
ジナルグッズの贈呈式があ
りました。
　佐賀県内の市町老連の各単
位老人クラブには、旗１枚、クリアファイル10枚、
加入勧奨用リーフレット10枚が贈られ、現在は、
佐賀市老連の理事会でもに旗を掲示しています。

　今年度100歳に到達される方、大正10年
に生まれの皆様に長寿記念を贈呈しました。
（大正10年4月2日～大正11年4月1日生まれの方）

氏　名 単位クラブ名
御厨�美智子 兵庫第一老人クラブ
糸山�　勇夫 久保泉下和泉6長生会
永渕�　澄子 高木瀬長瀬2区長生会
青木�　長仁 高木瀬東高木1区長生会
松尾�金次郎 高木瀬東高木2区長生会
久米�　正子 嘉瀬有重老人クラブ
志波�トミエ 嘉瀬有重老人クラブ
蒲原�　一郎 新栄福寿会老人クラブ
横尾�　澄恵 若楠わかさ老人クラブ
井手�志津江 若楠若宮老人クラブ
下津浦アヤコ 諸富新村老人クラブ
小副川�ミヨ 大和延寿会老人クラブ
吉井�ハルエ 大和温交会老人クラブ
北村�スエノ 西川副西古賀老人クラブ
中島�　キミ 北川副阿高老人クラブ
森�　　ツネ 本庄東寺小路元気会

（敬称略）（敬称略）

令和 3年

100 歳到達者紹介

記念品は
LEDライト付き拡大鏡と
耳かきのセットでした。

健康長寿の秘訣★
よく見て！
よく聞いて！
よく話して！

グッズを活用し会員増強

県県老老連連活活動動紹紹介介令和3年度令和3年度

　７月 16 日（金）予定の佐賀県老人クラブリー
ダー研修会は、新型コロナウイルス感染症第４波
の来襲により中止となりました。昨年度に引き続
き佐賀県老連会長表彰の表彰式は、12月7日 (火 )
さがサポートセンターいきいき館で行います。

佐賀県老連リーダー研修会

西村 　昌記　西川副老連役員　 西川副
野中 　邦春　勧興校区老連役員　 勧　興
中村 　貞子　循誘校区老連役員　 循　誘
田中 　富枝　佐賀市老連理事　 兵　庫

（敬称略）（敬称略）

【老人クラブ育成功労者表彰】

新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン



佐 賀 市 老 連（11）第101号 令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

校校

区区

活活

動動

紹紹

介介

久
保
泉
校
区
老
連

今
年
も
満
開

「
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
」

子
ど
も
の
成
長

�

地
域
で
支
え
よ
う

　

３
月
26
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
、

久
保
泉
町
帯
隈
山
の
「
エ
ヒ
メ
ア

ヤ
メ
」
の
群
生
地
で
「
え
ひ
め
あ

や
め
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

一
年
間
地
元
の
住
民
で
組
織
す

る
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
が
一
所
懸

命
に
心
を
込
め
て
手
入
れ
し
、
見

事
に
今
年
も
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
も

一
緒
に
な
っ
て
草
刈
り
、
除
草
な

ど
の
手
入
れ
を
し
て
お
り
、
重
労

働
で
す
が
、
そ
の
お
か
げ
で
毎
年

見
事
に
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
が
咲
い
て

く
れ
ま
す
。

　

わ
ず
か
10
日
間
と
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
来
年

こ
そ
は
、
ぜ
ひ
花
を
見
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
待
っ

て
い
ま
す
よ
！

　

鍋
島
校
区
老
連
は
、
昭
和
36
年

に
会
を
発
足
以
来
、
登
下
校
の
見

守
り
活
動
や
あ
い
さ
つ
活
動
、
清

掃
活
動
な
ど
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

　

毎
年
、
鍋
島
小
学
校
の
運
動
会

で
は
「
鍋
っ
子
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
称
し
た
５
種
目
の
競
技
で
、
児

童
と
じ
ゃ
ん
け
ん
や
玉
入
れ
等
の

競
演
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
の
昼
休
み

時
間
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
竹
ト

　このたび、鍋島校区長生会が「令和２年度
まなざしキラリ賞」の団体の部「まなざしキ
ラリ大賞」を受賞されました。
　この賞は、子どもを育む4つの場（家庭、
地域、企業等、学校等）で、4つの視点（命、
自立、他者とのかかわり、子どもを取り巻く
環境）を基準に「キラリ」と光る取り組みを
している個人や団体を表彰するものです。

鍋島校区長生会

令和２年度第11回
まなざしキラリ大賞〈団体部〉受賞

ン
ボ
や
コ
マ
回
し
、あ
や
と
り
や
、

お
手
玉
な
ど
た
く
さ
ん
の
「
む
か

し
あ
そ
び
」
を
通
し
て
、
校
区
の

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
高
齢
者
の

知
恵
や
生
き
方
を
後
世
に
伝
え
、

地
域
社
会
全
体
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※�

今
年
は
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
活

動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

会員の思いがつまった
エヒメアヤメ

受賞者の皆さん受賞者の皆さん



佐 賀 市 老 連 第101号（12）令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　令和２年度の佐賀市老人クラブ連合会の友愛ボランティ
アヘルパーは、男性 86名、女性 329 名の合計 415 名です。
昨年度の活動実績については以下の表のとおりです。

令和 2 年度
友愛ボランティアヘルパーについて

校区総括活動状況 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
家
事
援
助

居住の掃除手伝い（庭の草取り含む） 14 17 28 28 36 23 2 14 13 8 39 17 261
炊事の手伝い 9 5 11 33 22 26 17 19 16 3 54 29 244
洗濯の手伝い 0 0 1 10 15 17 11 11 3 5 29 0 102
買い物の手伝い 25 20 51 34 35 50 39 23 51 21 46 51 446

介　護
手伝い

外出介助・散歩 23 22 23 27 20 25 24 18 13 8 21 15 239
病院への見舞い 7 4 5 34 8 23 7 18 13 3 6 8 136

話
し
相
手

生活や身の上に関する相談助言
（電話・手紙の交流を含む） 124 64 176 205 145 151 148 153 79 69 74 77 1,465

手紙の代筆、代読 0 0 3 2 17 0 0 2 4 1 1 0 30
安否確認 1,895 1,534 1,967 1,996 1,786 2,123 2,468 2,254 2,234 2,449 2,139 2,353 25,198

そ
の
他

役所への公的用務
（年金書類の手続きを含む） 13 32 5 4 4 4 8 4 0 2 0 3 79

施設での奉仕活動、慰問 3 10 10 13 10 10 6 9 20 10 7 5 113
その他 102 116 110 123 124 149 104 103 52 50 84 57 1,174

計 2,215 1,824 2,390 2,509 2,222 2,601 2,856 2,628 2,498 2,629 2,500 2,615 29,487

令和2年度友愛ヘルプ事業ボランティアヘルパー活動報告書

　
「
一
生
燃
焼　

一
生
感
動　

一
生
不
悟
」。

　

こ
れ
は
私
が
相
田
み
つ
を
作
品
の
中
で
最
初
に
覚

え
た
言
葉
で
す
。
短
い
言
葉
の
内
面
に
説
得
力
が
詰

ま
っ
て
い
て
感
動
し
ま
す
。

　

初
め
て
相
田
み
つ
を
の
作
品
と
出
会
っ
た
の
は
、

職
務
で
上
京
し
た
平
成
12
年
、
都
内
在
住
の
長
男
家

族
が
案
内
し
て
く
れ
た
銀
座
の
美
術
館
で
し
た
。
ど

れ
ほ
ど
感
動
し
た
こ
と
か
！
ゆ
っ
く
り
味
わ
う
に
は

時
間
が
足
り
ず
、
本
「
い
の
ち
い
っ
ぱ
い
」
と
「
こ

こ
ろ
の
暦
ひ
と
り
し
ず
か
」
を
買
い
求
め
、
さ
ら
に

子
育
て
中
の
息
子
の
嫁
に
「
育
て
た
よ
う
に
子
は
育

つ
」
と
い
う
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
今
も
大
事
に
部
屋
に
飾
り
、
日
々
、
子
育
て
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
も
持
ち
帰
っ
た
暦
は

家
族
に
も
読
め
る
よ
う
ト
イ
レ
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
本
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
愛
読
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
有
田
町
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
も
出

か
け
、
そ
こ
で
も
ま
た
文
庫
本
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ

た
」
と
好
き
な
詩
の
カ
ー
ド
を
買
い
ま
し
た
。
そ
の

頃
、
悩
ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
妹
と
一
緒
に
見
学
し
、

妹
に
ふ
さ
わ
し
い
激
励
の
言
葉
を
選
ん
で
別
れ
際
に

「
ゆ
っ
く
り
味
わ
い
読
ん
で
」
と
渡
し
ま
し
た
。
彼
女

が
「
涙
が
あ
ふ
れ
た
よ
！
頑
張
ろ
う
と
力
が
湧
い
て

き
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
数
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
心
打
た
れ
、
励

ま
さ
れ
、
生
き
る
糧
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
３

度
目
の
出
会
い
が
「
全
貌
展
」。

　

久
々
に
心
の
琴
線
を
震
わ
せ
「
老
い
て
な
お
、
感

動
い
っ
ぱ
い
、
感
激
い
っ
ぱ
い
」
の
い
の
ち
を
感
じ

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

令
和
３
年
７
月
14
日
佐
賀
新
聞　
　

�

「
相
田
み
つ
を
を
思
う
よ
り
」

　
　
佐
賀
市
老
連
理
事
　
枝
吉
　
千
年
世
（
81
）

心
に
生
き
続
け
る
言
葉



佐 賀 市 老 連（13）第101号 令和3年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
私
た
ち
夫
婦
に
、

こ
ん
な
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と

は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

東
京
や
神
奈
川
で
生
活
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
夫
婦
が
、
孫
を

伴
っ
て
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
楽
し

み
も
お
預
け
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
上
、
近
隣
の
観
光
地
へ

の
ド
ラ
イ
ブ
さ
え
も
は
ば
か
れ
た

風
潮
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
中
、
11
月
か
ら
の
Ｇ
Ｏ�

Ｔ

Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
が
発
表
さ
れ
た
の

で
、
こ
れ
を
機
会
に
出
か
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
幸
い
、
女
房
の

高
校
時
代
の
同
級
生
の
Ｍ
子
さ
ん

が
隣
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
て
、
私

ら
夫
婦
に
ド
ラ
イ
ブ
の
お
誘
い
が

あ
り
、
一
緒
に
出
か
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
行
先
は
大
分
県
別
府

へ
の
一
泊
二
日
の
ド
ラ
イ
ブ
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｍ
子
さ
ん
の
ご
主
人
に
よ
る
運

転
は
、
と
て
も
滑
ら
か
で
安
全
運

転
に
徹
し
た
快
適
な
乗
り
心
地
で

す
。
途
中
の
観
光
地
に
立
ち
寄
り

な
が
ら
、
車
中
の
話
題
も
盛
り
上

が
り
、
片
道
８
時
間
に
も
お
よ
ぶ

ド
ラ
イ
ブ
で
し
た
が
、
ま
っ
た
く

疲
れ
を
感
じ
な
い
、
大
変
楽
し
い

も
の
で
し
た
。

　

途
中
で
立
ち
寄
っ
た
青
の
洞
門

の
人
力
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の

す
ご
さ
に
は
、
鬼
気
迫
る
迫
力
さ

え
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
分
県

に
は
石
仏
が
多
い
こ
と
は
聞
い
て

い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
お
姿

も
拝
ま
せ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
拝

観
料
は
払
っ
た
も
の
の
、
駐
車
場

か
ら
石
仏
ま
で
の
石
段
は
と
て
つ

も
な
く
急
峻
で
、
階
段
の
石
の
配

置
も
険
し
く
、
わ
ず
か
数
百
メ
ー

ト
ル
の
距
離
で
し
た
が
、
転
ば
な

い
よ
う
に
足
に
力
を
入
れ
て
の
登

り
降
り
は
、
心
臓
が
張
り
裂
け
そ

う
な
苦
し
さ
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
数
カ
所
の
観
光

地
を
巡
り
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
で

し
た
の
で
、
別
府
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
の
は
、
午

後
5
時
頃
で
し
た
。
な
お
、
ホ
テ

ル
ヘ
予
約
を
入
れ
る
際
の
到
着
時

刻
は
、
午
後
3
時
で
し
た
の
で
、

途
中
で
遅
延
の
連
絡
を
入
れ
て
気

分
に
余
裕
を
も
っ
て
到
着
で
き
ま

し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
手
続
き
中

に
、
他
の
宿
泊
者
の
状
況
を
見
て

い
ま
し
た
が
、
到
着
日
が
月
曜
日

と
い
う
、
平
日
に
し
て
は
多
い
の

か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
到
着
日
の
晩
御
飯
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
会
食
、
翌
日
の

朝
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
し
た

が
、
三
密
を
避
け
る
配
慮
が
さ
れ

て
お
り
、
感
染
の
不
安
感
は
全
く

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
ホ
テ
ル
内
で
の
移
動
の

際
に
は
マ
ス
ク
着
用
を
促
さ
れ
て

い
た
の
で
、
安
心
し
て
宿
泊
で
き

ま
し
た
。
翌
日
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

後
の
コ
ー
ス
を
往
路
と
は
別
の
道

を
通
り
、
緑
豊
か
な
風
景
を
眺
め

な
が
ら
も
、
車
内
で
は
尽
き
る
こ

と
の
な
い
に
ぎ
や
か
な
会
話
が
続

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
数
カ
所
の
観
光
地
を

巡
り
な
が
ら
も
体
は
、
お
昼
ご
飯

を
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
珍
し
い

豊
後
大
野
市
の
、
原
尻
の
滝
の
滝

を
観
光
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

近
く
の
道
の
駅
で
の
昼
食
は
、
涼

風
を
受
け
な
が
ら
お
い
し
く
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
し
て
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
る
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
イ
ア
ガ

ラ
の
滝
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
み
た
い
な

こ
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
後
も
数
カ
所
の
観
光
地
を

巡
り
な
が
ら
帰
宅
時
間
に
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
楽
し
み
ま
し
た
の

で
、
わ
が
家
に
つ
い
た
の�

は
午

後
10
時
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
終

始
大
変
楽
し
い
一
泊
二
日
の
快
晴

に
恵
ま
れ
た
、
ド
ラ
イ
ブ
観
光
で

し
た
。

�

生
き
生
き
元
気
作
文
集
よ
り

久
保
田
町
老
連
弥
生
ク
ラ
ブ
【
久
保
田
宿
】

 

谷
　
　
幸
高
　（
70
）

Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
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佐
賀
新
聞
に
以
前
、
佐
賀
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
減
少
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
会
員
の
一
人
と
し
て
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
「
70
歳
現
役
時
代
」
が
到
来
し
、
よ

り
長
く
働
け
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と

の
こ
と
。
私
が
会
長
を
務
め
る
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
令
和
２
年
度
の
会
員
数
が

２
３
５
名
で
す
が
、「
60
歳
か
ら
誰
で

も
入
会
で
き
ま
す
」
と
の
案
内
を
地
区

公
報
に
掲
げ
、
会
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
、
日
曜

日
に
役
員
さ
ん
と
対
象
者
を
戸
別
訪
問

し
、
入
会
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
効
果
も
あ
り
、
昨
年
度
ま
で
の
減�

少
傾
向
か
ら
本
年
度
は
会
員
増
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
に
声
か
け

を
し
て
地
道
に
勧
誘
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
わ
れ

つ
つ
も
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
な
っ
て
い
く
今「
70
歳
現
役
」は
も
っ

と
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
老
人
会
も
、

ま
す
ま
す
社
会
的
に
必
要
不
可
欠
な
組

織
と
な
り
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽

く
す
会
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　

令
和
３
年
２
月
「
佐
賀
市
老
連
だ
よ

り
」
１
０
０
号
記
念
号
が
出
版
さ
れ
、

会
員
１
０
５
９
４
人
に
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
に
市
長
の
祝
辞
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
長
の
こ
と
ば
は
従
来
に

な
く
重
く
胸
に
思
い
が
伝
わ
り
、
感
激

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
言
葉
は
２
Ｏ
２
５
年
、
団
塊
の

世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
人
口
比
率
30
％

と
な
り
、
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
時
代

シンボルマークシンボルマーク
「末広鶴と日の丸」「末広鶴と日の丸」

老人クラブ会員章老人クラブ会員章

　鶴が両翼を扇 ( 末広 ) 状に
広げて、日章を担っている姿
がデザインされています。高
齢者の歩みは、わが国を守り、
家庭生活を支えてきたもので
あることを表し、両翼が高齢
者の衰えぬ活動意欲を象徴し
ています。

伊
万
里
市
　
　
村
上
　
健
夫
　（
73
）

老
人
ク
ラ
ブ
と「
70
歳
現
役
」

佐
賀
市
　
　
徳
久
　
定
雄
（
86
歳
）

「
住
み
よ
い
ま
ち
、日
本
一
」の
た
め
に

と
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市

は
新
た
に
「
佐
賀
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
、「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
支
え
合
い
、
自
分
ら
し
く
自
立
し

て
生
活
が
で
き
る
ま
ち
」
と
掲
げ
て
い

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
日
頃
の
地
域

社
会
貢
献
に
感
謝
し
、
今
後
も
地
域
の

核
と
な
っ
て
の
活
動
に
期
待
を
示
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
言
葉
に
対
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

　

会
員
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
た
一

方
、
入
会
を
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
「
ま

だ
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
戸
別
訪
間
で
は
「
60
、
70
代
で

仕
事
を
し
な
が
ら
入
会
さ
れ
て
い
る
方

が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
会
員
登
録
さ
れ

ま
せ
ん
か
。
年
会
費
だ
け
で
も
相
談
で

き
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
お
願
い
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

地
域
か
ら
も
っ
と
評
価
さ
れ
る
よ

う
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

５
月
１
日
佐
賀
新
聞

�

ひ
ろ
ば
読
者
の
声
掲
載

会
員
と
し
て
期
待
に
応
え
、
１
人
で
は

で
き
な
い
こ
と
も
支
え
合
っ
て
、
こ
の

計
画
に
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
で
心
を
一
つ

に
し
て
頑
張
ろ
う
と
元
気
が
出
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
コ
ロ
ナ
後
の
時
代
、
社
会

の
変
化
に
老
人
ク
ラ
ブ
も
変
化
し
、
市

長
の
期
待
に
応
え
て
、
自
然
豊
か
な
佐

賀
で
、
心
か
ら
「
住
み
よ
い
ま
ち
、
日

本
一
」
を
夢
で
は
な
く
実
現
し
た
い
も

の
で
す
。

令
和
３
年
３
月
１
７
日
佐
賀
新
聞

�
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
欄
掲
載

みんなでつけよう! 仲間のしるし「老人クラブ会員章」

　会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラ
ブの誇りを示すシンボルであり、仲間との
連帯の印です。あなたも
会員章を胸に、地域の担
い手として、いきいきと
輝きながら、クラブ活動
を広げていきましょう。
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

大
和
町
老
連
も
他
の
町
の
老
連
と
同

様
に
会
員
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
４
ク

ラ
ブ
１
３
０
人
の
仲
間
が
去
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
大
和
町
尼
寺
老
人
ク
ラ
ブ

も
、
４
年
前
は
会
員
が
１
１
０
名
で
し

た
が
、
現
在
は
72
名
と
激
減
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
を
維
持
、
存
続
し
て
い
く

に
は
若
手
の
高
齢
者
の
加
入
が
必
要
で

す
が
、
新
規
加
入
者
が
少
な
く
て
困
っ

て
い
ま
す
。

　

例
年
の
大
和
町
尼
寺
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
は
、
毎
月
の
町
老
連
の
役
員
会
に

合
わ
せ
て
、
当
ク
ラ
ブ
も
午
後
に
役
員

会
を
開
き
、
参
加
者
20
名
で
報
告
や
協

議
を
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
総
会
の
後
、
出
席
者
全
員
で

会
食
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
老
連
主

催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
後
の
飲
食
は
通
例

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
９
月
に
は
施
設

訪
問
（
２
カ
所
）
を
行
い
、
忘
年
会
・

新
年
会
で
は
、
会
員
の
最
高
齢
者
や
米

寿
に
な
ら
れ
る
方
へ
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
３
月
に
は
築
山
公
園

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

�

魅
力
あ
ふ
れ
る
活
動
を

大和町老連
大和町尼寺老人クラブ

会長
副島　秀雄

大和町

で
の
花
見
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
出
前
講
座
が
２
回
、
会
員
旅
行
と

役
員
旅
行
の
実
施
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
と

年
２
回
の
印
錀
神
社
の
清
掃
奉
仕
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中

に
ま
ん
延
し
て
、
状
況
が
一
変
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
も

同
様
で
す
。
毎
月
の
役
員
会
は
従
来
通

り
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
内
容
を

会
員
に
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
プ
リ
ン
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
会
は

書
面
議
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
町
老
連
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
、
昨
年
は
閉
会
後
に
何
も
し
な

か
っ
た
の
で
、
今
年
は
弁
当
と
お
茶
を

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
町

老
連
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
で
は
、
準
優
勝
、
第
3
位
、
お
ま
け

に
ブ
ー
ビ
ー
賞
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
で
は
優
勝
、

準
優
勝
、
第
3
位
と
好
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
ア
ル
ミ

缶
の
回
収
は
例
年
通
り
に
行
い
ま
し
た
。

施
設
訪
問
も
昨
年
同
様
、
玄
関
先
で
の

対
応
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
の

活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
次
第
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、
２
年
ぶ
り
に
従
来
の
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

疾
病
と
感
染
症
（
微
生
物
が
侵
入
し

増
殖
す
る
）
は
、
多
く
の
犠
牲
者
を
生

み
出
し
ま
す
。
時
に
は
、
先
人
達
が

築
き
上
げ
た
文
明
さ
え
も
滅
ぼ
す
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
、
少
な
く
と

も
３
度
大
流
行
し
た
ペ
ス
ト
（
黒
死
病
）

や
天
然
痘
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
そ
し
て

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
そ
の
例
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
仏
教
と
と
も
に
入
っ
た

天
然
痘
は
当
時
、
ワ
ク
チ
ン
な
ど
は
無

く
、
神
仏
頼
み
で
あ
り
ま
し
た
。

　

奈
良
時
代
、
聖
武
天
皇
（
７
２
４
年

～
７
４
９
年
）
が
仏
教
の
力
で
国
を
治

め
よ
う
と
東
大
寺
の
ほ
か
に
、
諸
国
に

国
分
尼
寺
（
法
華
滅
罪
之
寺
）
や
国
分

寺
（
肥
前
国
分
寺
）
を
建
て
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
町
は
、
大
陸
に
近
い

た
め
、
国
分
寺
の
七
重
塔
は
見
事
な
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
感
心
し
ま
す
。

　

私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
球
の
定

員
は
１
０
０
億
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
増
加
す
る
と
、
食
糧
不
足
と

な
り
餓
死
者
が
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
人
口
は
年
に
約
５
万

人
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
の
人

口
は
78
億
５
０
０
万
人
で
、
昨
年
よ
り

も
８
０
０
０
万
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

あ
と
25
年
で
地
球
の
定
員
に
達
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
、
神
様
が

人
類
同
士
を
争
わ
せ
殺
し
合
い
、
疾
病

や
感
染
症
で
人
口
増
加
を
調
整
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

25
年
後
、
ま
た
疾
病
や
感
染
症
が
流

行
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
お

大
事
に
…
。

住まい住まい

医療

介護

生活支援・介護予防生活支援・介護予防

病気になったら…

介護が必要になったら…

いつまでも元気に暮らすために…

老人クラブ・自治会
ボランティア・NPO 等
老人クラブ・自治会
ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネージャー
・地域包括支援センター
・ケアマネージャー

■在宅系サービス
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護+訪問看護）等

■介護予防サービス

■在宅系サービス
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護+訪問看護）等

■介護予防サービス

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

認知症の人認知症の人

・急性期病院
・亜急性期・回復期
  リハビリ病院

・急性期病院
・亜急性期・回復期
  リハビリ病院

日常の医療
　・かかりつけ医
　・地域の連携病院

日常の医療
　・かかりつけ医
　・地域の連携病院

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

※地域包括ケアシステムは、おおむ
ね30分以内に必要なサービスが
提供される日常生活圏域（具体的
には中学校区）を単位として想定

通所・入所通所・入所

●団塊の世代が75歳以上となる2025年を目処に、重度な要介護状態となっても
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、
住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステム
の構築を実現していきます。

●今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生
活を支えるためにも、地域包括ケアシステムの構築が重要です。

●人口が横ばいで75歳以上人口が急増する大都市部、75歳以上人口の増加は緩
やかだが人口は減少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じて
います。

●地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主
体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要です。

地域包括ケアシステムの姿

地域包括ケアシステム

通院・入院通院・入院

◆ 団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を
めどに、重度の要介護状態となっても住み
慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最
後まで続けることができるよう、住まい・
医療・介護・予防・生活支援が一体的に提
供される地域包括ケアシステムの構築を実
現していきます。

◆ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれるこ
とから、認知症高齢者の地域での生活を支
えるためにも、地域包括ケアシステムの構
築が重要です。

◆ 人口が横ばいで 75 歳以上の人口が急増す
る大都市部、75 歳以上の人口の増加は緩や
かだが人口は減少する町村部等、高齢化の
進展状況には大きな地域差が生じています。

◆ 地域包括ケアシステムは、保険者である市
町村や都道府県が、地域の自主性や主体性
に基づき、地域の特性に応じて作り上げて
いくことが必要です。
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

私
た
ち
の
町
を
紹
介
し
ま
す
。
久
保

泉
町
は
北
に
筑
紫
山
が
あ
り
、
南
北
約

７
㌔
、
東
西
３
㌔
、
面
積
15
㎢
の
山
麓

丘
陵
地
帯
で
す
。
川
久
保
が
30
㍍
、
小

学
校
や
公
民
館
が
17
㍍
く
ら
い
の
高
さ

の
所
に
あ
り
、
上
和
泉
・
下
和
泉
は
平

地
で
田
ん
ぼ
が
多
い
所
で
す
。

　

小
学
校
で
は
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
「
泉
祭
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
営
委
員
会
と
し
て
6
年
生
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
出
し
物
と

し
て
歌
や
演
劇
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま

す
。
そ
の
発
表
が
終
わ
る
と
、
全
校
生

徒
と
公
民
館
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
で
「
走

ろ
う
・
歩
こ
う
会
」
が
実
施
さ
れ
、
４

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
は
２
㌔
の
マ
ラ

ソ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
は
、
保
護
者
と
一

緒
に
歴
史
め
ぐ
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
町
に
は
、
国
の
天

然
記
念
物
で
あ
る
「
え
ひ
め
あ
や
め
」

や
「
田
楽
」
等
の
重
要
文
化
財
等
史
跡

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私

た
ち
の
出
番
で
す
。
毎
年
コ
ー
ス
を
変

え
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
学
校
の
近

く
の
「
支
石
墓
の
天
井
石
」
と
「
川
久

保
宿
と
恵
比
寿
」、
そ
し
て
「
戦
国
時

代
の
神
代
勝
利
と
龍
造
寺
と
の
八
ツ
溝

の
古
戦
場
跡
」
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

長
寿
会
会
員
と
し
て
の
語
り
べ
で
、
歴

史
を
今
に
伝
え
る
役
割
で
す
。
長
寿
会

と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
で
、
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
、
ま
だ
ま
だ
私

た
ち
は
健
康
で
長
寿
を
目
指
し
、
奉
仕

と
友
愛
の
気
持
ち
で
毎
月
を
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
楽
し
い
長
寿
会
を
目
指
し

て
、
今
年
度
は
43
名
の
会
員
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
町
内
の
中
心

部
に
位
置
し
、小
学
校
と
町
の
公
民
館
、

医
院
、
郵
便
局
等
が
あ
り
、
田
舎
で
は

あ
り
ま
す
が
、
恵
ま
れ
た
地
域
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
年
間
の
主
な
行
事
と
し

て
、
月
1
回
の
定
例
会

を
７
日
に
決
め
、
校
区

役
員
会
の
報
告
を
し
た

り
、
そ
の
後
に
出
前
講

座
行
い
、
お
た
っ
し
ゃ

本
舗
等
を
招
い
て
講
話

を
聴
い
た
り
し
て
い
ま

す
。

　

時
に
は
、
音
楽
療
法
士
の
昔
懐
か
し

い
童
謡
や
昭
和
歌
謡
曲
を
み
ん
な
で

歌
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
忘
年
会
や

４
月
の
例
会
と
合
わ
せ
た
総
会
で
は
、

食
事
を
し
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
日
帰

り
旅
行
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
は
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
で
は
、

村
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
5
年
前
よ
り

毎
月
第
3
日
曜
日
に
ク
ラ
ブ
公
民
館

内
に
て
「
朝
市
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
地
元
の
野
菜
や
果
物
等
を
販
売
し

て
お
り
、
ま
ず
ま
ず
の
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
多
く
の
方
が
喜
ん
で
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。
10
日
に
は
、
女
性
部

の
地
元
の
食
材
に
て
料
理
講
習
会
が
あ

り
、
長
寿
会
の
食
生
活
や
健
康
講
話
を

聞
き
、
学
び
合
い
、
話

し
合
っ
て
交
流
を
深
め

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

昨
年
10
月
よ
り
新
し

く
「
ダ
ン
ベ
ル
体
操
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
毎

週
木
曜
日
に
途
中
で
休

憩
を
は
さ
み
な
が
ら
約

２
時
間
30
分
行
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
爽
や

か
な
汗
を
か
き
、
と
て

も
健
康
的
で
良
い
運
動

で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と

�
町
の
歴
史
を
学
ぼ
う

久保泉校区老連
副会長
山本　隆敏

久保泉

み
ん
な
で
身
体
を
動
か
し

�

い
き
い
き
と
楽
し
く

久保泉校区老連
副会長
山下　哲夫

久保泉

歴史めぐりの様子歴史めぐりの様子
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年
度
当
初
の
佐
賀
市
老
連
理
事
会

で
、
木
下
会
長
は
、
会
員
数
が
８
６
５

人
減
少
し
、
会
員
が
1
万
人
を
切
っ
た

こ
と
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
行
事
の
中
止

が
多
く
な
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
危
機
感

が
迫
っ
た
こ
と
を
強
く
訴
え
ら
れ
た
。

こ
の
言
葉
が
身
に
染
み
、
重
く
受
け
止

め
た
会
議
と
な
っ
た
。

　

通
常
、
会
議
は
執
行
部
と
事
務
局
で

議
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
総
務
部
会
や

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ

で
終
わ
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
も
な
お
続
い
て
お
り
ま
す
。
三

密
を
避
け
る
た
め
、
例
会
を
開
催
す
る

各
部
長
会
で
審
議
さ
れ
た
資
料
を
読
み

上
げ
ら
れ
、
質
問
を
受
け
て
、
了
承
と

な
る
。
理
事
は
持
ち
帰
り
、
活
動
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
５
月
の
理
事
会
は
、

理
事
の
前
向
き
の
姿
勢
が
際
立
っ
た
感

じ
を
受
け
た
。

　

意
見
の
大
筋
は
、

『
単
位
ク
ラ
ブ
は
活
動
に
熱
心
に
取
り

組
み
、
頑
張
っ
て
い
る
。
前
向
き
に
進

め
よ
う
！
』

『
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
万
一
感
染
者
が
出

た
場
合
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
だ
』

『
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
社
会
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
自
覚
し

た
常
識
を
考
え
た
議
論
が
欲
し
い
』

『
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
楽
し
く
・
明

る
く
・
元
気
が
一
番
だ
。
継
続
実
施
を

考
え
た
い
。』

　

等
、
誰
で
も
発
言
で
き
る
空
気
の
中

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
も
、
会
長
さ
ん
た
ち

は
工
夫
を
凝
ら
し
、
様
々
な
行
事
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
公
民
館
で
の

花
植
え
や
缶
拾
い
等
で
す
。
そ
の
中
で

も
、
地
区
の
駐
在
所
の
お
ま
わ
り
さ
ん

を
お
呼
び
し
て
行
わ
れ
た
交
通
事
故
や

オ
レ
オ
レ
詐
欺
防
止
に
関
す
る
講
話

は
、と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。ユ
ー

モ
ア
の
き
い
た
面
白
い
講
話
は
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
こ

と
も
忘
れ
て
み
ん
な
で
聞
き
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
行
事
の
後
は
、
い
つ
も

「
勧
興
皆
一
家
」の
心
で

�
ク
ラ
ブ
盛
り
上
げ
る

勧興校区老連
会長

徳久　定雄

勧　興

世
代
間
交
流
が

�
一
番
の
楽
し
み

東与賀町老連
女性部長
村山　栄美子

東与賀

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
の
で
す
が
、
昨
年
は

終
了
後
、す
ぐ
に
解
散
し
て
い
た
た
め
、

少
し
寂
し
か
っ
た
で
す
。

　

毎
年
の
行
事
の
中
に
は
小
学
生
と

の
交
流
も
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
は
校
舎

の
工
事
と
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
例
年
通
り
で
す
と
、
学

校
の
畑
で
大
根
や
ニ
ン
ジ
ン
等
の
野

菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜

を
給
食
室
で
調
理
し
て
も
ら
い
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
す
。
喜
ん
で
お
か
わ
わ
り
を
す
る

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
と
て
も
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
楽
し
く
交
流
し

て
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
は
じ
き
や
お
手
玉
、
竹
馬

な
ど
の
昔
遊
び
も
一
緒
に
し
て
い
ま

す
。
最
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
お

礼
の
お
手
紙
を
も
ら
い
ま
す
が
、
涙
が

出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
楽
し
い
行
事
を
ま
た
、

み
ん
な
で
笑
い
な
が
ら
行
え
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
年

は
昨
年
よ
り
も
状
況
が
良
く
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

で
、
最
も
な
意
見
が
出
尽
く
し
た
と
こ

ろ
で
、
議
長
が
取
り
ま
と
め
て
修
正
を

し
、
可
決
と
な
っ
た
。

こ
の
議
論
で
感
じ
た
こ
と
は
、
理
事
の

皆
さ
ん
の
議
事
進
行
に
向
か
う
質
が
高

い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
ど
ん
な
意
見

に
も
耳
を
寄
せ
る
寛
容
さ
に
感
心
し

た
。

　

役
員
の
方
の
意
見
一
致
の
方
向
を
見

出
す
努
力
を
惜
し
ま
な
い
姿
に
、
頭
が

下
が
っ
た
。
こ
の
真
剣
さ
と
自
信
を
備

え
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
に
臨
め
ば
、

必
ず
会
員
の
方
は
協
力
し
、
活
動
に
さ

ら
に
熱
が
入
り
、
会
員
増
に
つ
な
が
る

と
信
じ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
校
区
に
持
ち
帰
り
、
会

員
に
伝
え
て
「
勧
興
皆
一
家
」
の
心
で

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
頑
張
り
、
佐
賀
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
再
興
に
努
力
し

た
い
と
思
っ
た
。
と
も
に
頑
張
ろ
う
！
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

数
年
前
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
部
長

さ
ん
か
ら
入
会
の
誘
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
は
「
体
力
に
自
信
が

持
て
な
く
な
っ
て
か
ら
入
会
し
ま
す
」

と
、
言
っ
て
お
断
り
し
ま
し
た
。

　

元
々
、
地
域
の
活
動
に
は
興
味
は
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
定
期
的
に
配

布
さ
れ
て
く
る
「
活
動
だ
よ
り
」
に

目
を
通
す
う
ち
に
、
住
ん
で
い
る
地

域
実
状
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
地

域
を
知
る
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入

会
が
最
良
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
、
未
曽
有
の
豪
雨
や
地
震

等
の
自
然
災
害
の
発
生
、
地
球
規
模

で
感
染
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
脅
威
に
よ
っ
て
、
人

命
が
瞬
く
間
に
失
わ
れ
て
い
く
事
実

を
目
に
し
て
き
ま
し
た
。「
安
心
・
安

全
」
と
い
う
言
葉
を
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
見
聞
き
し
ま
す
が
、
こ
の
言
葉

が
生
活
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
意
味
深

い
も
の
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

「
安
心
安
全
」の

　
　
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

蓮池校区老連
芙蓉城南クラブ
津田　淳二

蓮  池

ん
で
し
た
。

　
「
安
心
・
安
全
」
へ
の
取
り
組
み

は
、
今
や
地
方
の
優
先
す
べ
き
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
に
「
安
全
」
と
「
水
」
は
、

無
料
で
手
に
入
る
と
思
い
込
ん
で
い

た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

立
場
が
弱
い
こ
と
で
、
著
し
く
不
利

な
境
遇
に
立
た
さ
れ
る
人
た
ち
を
「
安

心
」
さ
せ
る
社
会
保
障
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
守
っ
て
く
れ
る
は

ず
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
網
目

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
人
た
ち
も
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
・
障
害
者
・

児
童
・
女
性
・
失
業
者
・
少
数
民
族
・

難
民
・
貧
困
層
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
ら
に
手
を
差
し
伸
べ
る
人
た
ち
の

数
の
少
な
さ
が
問
題
解
決
を
後
退
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
「
安
心
・
安
全
」

な
社
会
と
は
、
立

場
の
弱
い
人
た
ち

が
心
穏
や
か
に

生
活
で
き
る
社

会
で
あ
る
と
、
著

名
な
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

蓮
池
地
区
も
高

齢
者
率
は
高
く
、

入
会
当
時
の
人
口
は
１
７
１
８
人
、

6
7
5
世
帯
で
し
た
。
そ
の
う
ち
65

才
以
上
の
高
齢
者
は
５
６
５
人
、
高
齢

化
率
は
32
・
93
％
で
し
た
。
佐
賀
市
平

均
は
27
・
2
％
（
佐
賀
市
H
30
年
度

高
齢
者
実
態
調
査
よ
り
）
で
、
蓮
池

校
区
の
3
人
に
1
人
が
高
齢
者
で
す
。

　

現
在
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
年

齢
層
は
70
代
以
上
が
大
半
を
占
め
て

お
り
、
体
力
の
衰
え
を
感
じ
ら
れ
て

い
る
方
々
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
院
や
買
い

物
等
、
思
う
よ
う
に
移
動
で
き
ず
に

不
自
由
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
等
を
活
用
し
た
情
報
化
社
会

か
ら
取
り
残
さ
れ
、
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
、
友
愛
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
活
動
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

訪
問
対
象
者
と
の
会
話
の
中
か
ら
「
ど

の
よ
う
な
悩
み
事
を
抱
え
ら
れ
て
い

る
の
か
」
を
活
動
結
果
と
し
て
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

行
政
手
続
き
方
法

や
買
い
物
代
金
の

レ
ジ
決
済
の
操

作
、
気
象
情
報
の

収
集
や
災
害
時
の

安
否
確
認
方
法
お

よ
び
高
齢
者
の
災

害
訓
練
参
加
等
が

あ
り
、
ど
れ
も
高

齢
者
に
は
な
か
な
か
手
ご
わ
い
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。

　

こ
の
種
の
問
題
解
決
を
図
る
に
は
、

校
区
・
単
位
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け
の
力

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
若
い

60
代
の
協
力
が
ど
う
し
て
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
の

多
く
は
ま
だ
就
労
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
蓄
え
ら
れ
た
知
識
や
技
量
を
持
ち

合
わ
せ
た
世
代
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
の
発
揮
と
少
し
の
時
間
を
割

い
て
も
ら
え
れ
ば
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
強
い
支
援
者
に
な
っ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
目
標
に
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
を
自
ら
の
ク
ラ
ブ
で

効
果
的
に
達
成
し
て
い
く
に
は
、
ク

ラ
ブ
の
個
性
に
あ
っ
た
組
織
・
運
営

体
制
や
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
立
案
に
は
多
く
の
時
間
と

労
力
を
要
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
60
代
の
協
力
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
を

す
れ
ば
、
効
果
の
上
が
る
提
案
を
し
て

も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
協
力
ス
タ
ッ

フ
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
「
安
心
・

安
全
」
の
町
づ
く
り
の
必
要
性
と
楽

し
さ
を
再
発
見
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
老
人
ク
ラ
ブ

組
織
内
に
彼
ら
の
意
見
を
聞
き
、
彼

ら
の
提
案
を
受
け
い
れ
る
環
境
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
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５
月
に
予
定
し
て
い
た
今
年
度
の
総

会
も
、
昨
年
度
に
続
き
「
書
面
表
決
」

の
止
む
な
き
に
至
り
、
６
月
予
定
の
日

帰
り
旅
行
も
中
止
に
な
る
等
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
計
画
も
思
う
よ
う
に
執
行

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
を
乗
り
切
れ

ば
、事
業
を
実
施
で
き
る
と
「
ノ
ゾ
ミ
」

を
か
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
栄
校
区
老
連
の
こ
れ
か

ら
の
新
事
業
等
の
お
知
ら
せ
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
女
性
会
員
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

今
年
度
、初
め
て
計
画
を
し
ま
し
た
。

女
性
を
含
め
た
一
般
会
員
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
が
、
女
性
の
み
の
大
会
は
初
め
て

の
試
み
で
、
そ
の
成
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

②�

会
員
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
＆
ペ
タ

ン
ク
大
会

　

一
般
会
員
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
９
月
に
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
11
月
初
旬
に
２
回
目
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
と
初
め
て
の
試
み
で
ペ
タ

ン
ク
競
技
を
同
時
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。
体
育
館
な
ど
で
の
室
内
で
の
行

事
は
三
密
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
ど
う
し
て
も
敬
遠
さ
れ
ま
す

の
で
、
屋
外
競
技
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

③
新
規
事
業
が
提
案
さ
れ
た
ら
実
施

　

マ
ン
ネ
リ
化
を
打
破
す
る
た
め
に
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
新
し
い
取
り

組
み
が
企
画
さ
れ
た
ら
積
極
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
で
の
文
化
祭
に
校
区

老
連
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
や
料
理
教

室
を
開
く
な
ど
で
す
。

　

以
上
が
新
規
計
画
で
す
が
、
恒
例
の

事
業
で
も
内
容
を
検
討
し
て
、
新
鮮
な

も
の
に
す
る
等
、
み
ん
な
で
考
え
て
い

き
ま
す
。

【
そ
の
１
】
教
養
講
座
の
開
催

　
昨
年
は
、
佐
賀
県
国
際
交
流
協
会
と

協
議
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
女
性
留
学
生
に

よ
る
「
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
」

の
話
を
し
て
も
ら
い
、
好
評
を
得
ま

し
た
。
今
年
度
も
「
異
文
化
」
を
理
解

し
、
国
際
交
流
の
一
端
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
講
座
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新
栄
校
区
老
連
の
事
業
計
画

新栄校区老連
会長

青木　昭生

新  栄

新栄校区老連の役員勢ぞろい「ガッツだ新栄」新栄校区老連の役員勢ぞろい「ガッツだ新栄」

【
そ
の
２
】
社
会
奉
仕
の
日
の
事
業

　

９
月
に
行
わ
れ
る
小
学
校
の
「
体
験

合
宿
」
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
と
町

内
の
美
化
活
動
と
し
て
、
生
活
道
路
周

辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
４
～
５
人
一
組
と
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
が
一
緒
に
な
っ
て
、
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ
ミ
袋
を

片
手
に
町
内
を
歩
き
、
不
法
投
棄
さ
れ

ベ
ト
ナ
ム
留
学
生

ベ
ト
ナ
ム
留
学
生

「
ラ
ン
」
さ
ん
の
話

「
ラ
ン
」
さ
ん
の
話

【教養講座】【教養講座】
ベトナムと国際交流協会の職員ベトナムと国際交流協会の職員

た
ゴ
ミ
を
集
め
、
公
民
館
に
持
ち
寄
り

ま
す
。
今
年
は
終
了
後
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
の
会
食
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
３
】
交
通
安
全
運
動
に
参
加

　

年
４
回
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
、

校
区
老
連
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

一
斉
立
ち
番
の
日
を
決
め
て
い
ま
す
。

ま
た
期
間
中
、
自
主
的
に
参
加
し
、
昨

年
度
は
４
回
で
、
の
べ
５
３
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
新
栄
校
区
老
連
は
、
小
さ
な

集
団
で
す
が
、
皆
様
方
の
後
ろ
を
懸
命

に
追
い
か
け
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市職員より分別の話を聞きました市職員より分別の話を聞きました

ゴミ収集に出発！ゴミ収集に出発！

これからも様々な活動に
取り組んでいきます！
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「佐賀市 老連だより 」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

〜表彰式の様子〜

おめでとう
ございます !

　

令
和
３
年
度
佐
賀
市
老
連
囲
碁
・
将
棋
大
会
を

７
月
１
日
（
木
）、
ほ
ほ
え
み
館
１
階
の
き
ら
き
ら

学
習
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
囲
碁
の
部
24
名
、
将
棋
の
部
６
名

が
集
い
、
佐
賀
市
老
連
教
養
部
お
よ
び
、
正
副
会

長
等
も
参
加
し
て
、
ス
イ
ス
方
式
に
よ
る
４
回
戦

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
残
念
な
が
ら
県
大
会
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍

が
収
束
し
、
以
前
の

よ
う
に
対
局
が
で
き

る
日
が
く
る
こ
と
を

願
い
、
皆
さ
ん
日
々

の
練
習
で
腕
を
磨
い

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

令和3年度�佐賀市老連囲碁・将棋大会

勝
利
を
招
く
は

勝
利
を
招
く
は

��

日
々
の
打
ち
込
み

日
々
の
打
ち
込
み

優　勝優　勝 古賀　善行　2段（久保田）

準優勝準優勝 仁位　克弘　5段（高木瀬）

志津田和己　2段（久保田）第3位第 3位

囲碁の部
優　勝優　勝 井上　良樹　初段（久保泉）

準優勝準優勝 大石　忠雄　4級（高木瀬）

山田　末敏　3級（本　庄）第3位第 3位

将棋の部

�大�会�結�果（敬称略）

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ
よ

り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告

の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
発
行

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

今
回
の
佐
賀
市
老
連
だ
よ
り
で

１
０
１
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。　

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
禍
の
中
で
、
各
種
の
行
事
が

開
催
で
き
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、
令
和
３
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
の
普

及
で
多
く
の
住
民
の
方
々
へ
ワ
ク
チ
ン

が
投
与
さ
れ
た
た
め
、
昨
年
度
ま
で
の

脅
威
は
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
柱
に
、
大
い
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
２
０
２
１

年
で
す
が
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
到

達
す
る
２
０
２
５
年
ま
で
、
あ
と
４
年

と
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

一
刻
も
早
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
確
立
さ
せ
、
第
１
層
協
議
体
の
確

立
お
よ
び
、
第
２
・
３
層
協
議
体
も
地

域
ご
と
に
立
ち
上
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

（
事
務
局
）


